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１．目的 

PET プローブに適した血中滞留性制御が可能な乳酸系両親媒性ポリマーミセルを開発し、さら

にマイクロ流路を用いたナノ粒子形成技術に関し、被曝低減のための自動合成装置に適用できる

要素技術を確立する。 

 

２．成果の概要 

PET プローブに適した血中滞留性制御が可能な乳酸系両親媒性ポリマーミセルの開発に成功し、

さらにマイクロ流路を用いたナノ粒子形成技術に関し、被曝低減のための自動合成装置に適用で

きる要素技術を確立した。 

 

３．総合所見 

ポストドクターの活用により想定以上の成果が得られた。 

種々の分子構造を設計・合成し、ＰＥＴプローブとして有用な乳酸系ミセルを開発すると共に、

マイクロ流路の素材・加工法検討によりナノ粒子形成及び粒径制御等の要素技術確立において、

他研究者との連携により研究加速・成果達成に貢献すると共に、多くの成果の発表に繋がった。

本研究の最終目標を目指しての継続研究と本研究で培われたキャリアパスの展開活用が期待され

る。 

 

４．参考 

・ＪＳＴ企業化開発事業の事業名：育成研究（プラザ京都） 

・採択年度：平成 21年度 

・課題名：新規両親媒性乳酸系ポリデプシペプチドを用いた分子プローブの開発に関する研究 


